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 100 年程前に自分の祖先が建てた建物、それも、この沖縄の玉

城の地に生まれ、地球の反対側にある南米に渡り、そこで稼いで

故郷に錦を飾ったという曰くつきのレンガ造の小さな建物は、子

孫にとって、自分のルーツ、そして、沖縄の歴史を知るかけがえ

のない貴重な存在である。	
 

	
 ベルギーの子供は、レンガを持って生まれるという話（資料 1

参照）、そして、ナチスドイツによって占領され破壊されたポーラ

ンドワルシャワの街の復元の話（資料 2 参照）は、歴史を伝える

建物の大切さを伝える話として参考になる。	
 

	
 玉城村史第 7 巻移民編には、このレンガの建物のことが記述さ

れている。「基吉」という人がブラジルで習得した建築技術で、古

里の垣花で異国風の煉瓦造りの二階家を新築し、ミーヤの煉瓦屋

と呼ばれて評判になったとある。竣工当時は 2階建てであったが、

2階部分は壊れたらしい。	
 



	
 さて、このレンガの建物、平面的には 4.9m×5.8m、階高 2.3m

と、極めて小さい。壁はレンガ積で、5 ヶ所のアーチ型開口を持

つ。屋根は木造のトタン葺きであったが、穴があき朽ちている。

床も石貼りと畳下地の板貼りであるが、木材は朽ちている。開口

の建具もひどい。現状のままでは雨漏れ、台風で屋根が飛び、い

つかレンガ壁も倒れるだろう。	
 

	
 

	
 改修としては、レンガ壁の上部を一部撤去して鉄筋コンクリー

トの臥梁を設け、頭をつないでレンガ壁が倒れることを防ぐ。屋

根は木組を造り直し、トタン屋根も葺き直す。できれば、最上部

にトップライトを設けると、内部空間の雰囲気がよくなる。開口

はアルミサッシか木製建具に代える。床も全面石の乱貼りとする。

壁は現状の漆喰をそのまま残せば古風に見えるし、漆喰を塗り直

せば新品となる。外部側は、今回、庇が延びるので現状のままで

の充分である。	
 

	
 改修すれば、この建物の活用方法はいくらでもある。小さい歴

史博物館、カフェ、ギャラリー、本屋、小物の店など、様々な利

用が考えられる。めずらしいレンガの建物、沖縄の移民の歴史を

伝える建物として話題となり、多くの人が集まる場となろう。	
 

	
 小さいからこそ、保存し易く、改修し易く、しかも、活用し易い。

沖縄の未来を考える場として残したい建物である。	
 







■資料1	
 ■現況写真



■現況図 ■改修案
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■改修案 ■現況写真
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